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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 
  

第二の革命 

第二巻：人民の国家 
  

第2部 

  
 

平和の 

国家社会主義とは平和である！ 
  

平和」と「平和政策」ほど、民主主義者とボリシェヴィストによって使わ

れた用語は他にない。これはおそらく、「民主主義と人類のための十字

軍」である第二次世界大戦の連合国とそのドイツの召使いが、平和秩序の

形成と対独戦争の終結に初歩的にさえ成功していないという事実によるも

のであろう。彼らはそればかりを口にし、ヨーロッパの人々に30年以上も

平和が続いていることを証明しようとする。 
    

これは道義的にも法的にも間違っている。ヨーロッパとドイツ、つまり大

陸の中心が分裂し、外国の支配者に翻弄されている限り、平和を語ること

はできない。 
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ドイツ国民だけでなく、ヨーロッパのすべての国々は、多かれ少なかれ、

2つの超大国に依存し、自由な自己決定で未来を切り開くことを妨げられ

ています。ドイツの真ん中にある恐ろしい出血を伴う国境と、合わせて帝

国の領土の約4分の1を占める国境地帯の強奪は、もちろんドイツにとっ

て、他の民族の状況よりもさらにつらいものである。しかし、私たちの同

情は、何よりも民族の死の危機にさらされている人々、たとえばバルト諸

国民やウクライナ民族に向けられる。ここで平和を語ることは、嘲笑的な

皮肉であり、東西の抑圧された人民の顔への平手打ちである。 
    

ヨーロッパのすべての国々に法と自由が確保されていない限り、私たち

は、平和条約ではなく、1945年の休戦協定に遡る戦後秩序の中に生きてい

る。 ヨーロッパに真の平和秩序を確立し、不幸な戦後秩序をヨーロッパ

全体のオクシデンタル-エスニック新秩序に取って代わることが、ドイツ

自由運動の目標である！ 
    

国家社会主義とは平和である！ 

    

道徳的な側面も、法的な状況に対応しています：  

    

絶望的な軍事的展開に鑑み、ドイツ国防軍は 1945 年 5 月 8 日に武装を解

いた。この降伏は敵対行為の終了にのみ適用され、大ドイツ帝国の存在や

その内部秩序に影響を与えることはなかった。  

 総統が任命した帝国大統領デーニッツ大提督とその政府は、事実上、連

合国によって支配者として認められた：連合国は、前線部隊による個別の

降伏を要求せず、帝国政府に従属するドイツ国防軍最高司令部と全体の降

伏の詳細について交渉した。 
    

ドイツ国防軍の無条件降伏の結果は、連合国戦勝国4カ国による帝国領土

の完全占領であった。この段階でも、帝国とその政府の法的状況は変わら

なかった。この時点まで、帝国は依然として広範な支配力を持ち、その決

定は軍や行政機関によっても行われていた。占領統治と数週間後に行われ

た違法な逮捕は、デーニッツ大提督率いる帝国政府が実際に政府活動を行

うことを妨げただけだった。 
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占領軍による権力の掌握、帝国の分割、オストマルクとその他の国境地帯

の分離、その後のそれぞれの占領地における民主的な影の政府とボルシェ

ビキの影の政府の設立は、権力と力とは大いに関係があるが、国際法とは

ほとんど関係がなく、民族が自らの内部秩序を形成する自由とはまったく

関係がないことを心に留めておくことが重要である。 

    

軍事的に降伏したにすぎない国で、正統な政府を逮捕し、占領軍が恣意的

に権力を掌握するという前代未聞の盗賊行為は、権利創造行為ではなく、

明確な国際法違反である。このことから、次のようになる：  

    

"戦後のドイツ政府は、Brd、Ddr、Br/Austriaにおいて、すべて違法であ

り、違法だった！"  
    

大ドイツ帝国の唯一の正当な代表者はデーニッツ帝国大統領であり、彼は

決して辞任せず、戦勝国による戦後秩序を認めなかった。 
    

大ドイツ帝国は、基本的に3つの柱で成り立っていた： 
  

1945年、DIE WEHRMACHTは無条件降伏をした。この休戦協定を破ろう

とする試み（例えば人狼の地下組織として）は、何の可能性もないだろ

う。 
  

国家機構の中心としての帝国政府は、総統の死後、デーニッツ大提督に引

き継がれた。したがって、デーニッツ大提督は、辞任するか死ぬまでは、

大ドイツ帝国の法的な国家元首であるが、年齢的な理由から、もはやドイ

ツの政治闘争に参加することはない。しかし、ドイツ帝国議会議長であ

り、「ドイツ自由連盟」の指導者である同志マンフレート・レーダーが、

大ドイツ帝国の法的代表を引き継いだとき、彼は異議を唱えなかった。こ

の措置が賢明であったかどうかは、将来になってみなければわからない。 

NSDAPは、党と国家の統一に関する法律により、国家の唯一の政治的意

思であると宣言された。したがって、この運動は、今日でさえ、国民と帝

国のための無制限かつ正当な代弁者である。 
  

もちろん、こうした法的考察は、大ドイツをめざす政治闘争にとって限ら
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れた価値しかない。しかし、戦後の東西の占領ドイツ体制の基盤が国際法

上いかに脆弱であるか、そしてなぜ私たちが占領国家と戦っているのかを

常に思い起こすことは有益である。 
  

私たち国家社会主義者は、戦後の終わりを要求します！ 

    

戦後の終わり、それは具体的な意味です： 
  

ナチス禁止令の解除、 

  

大ドイツ帝国の行動力を回復する、 

  

ドイツ民族の領土保全と国家主権を非合法化し、民族の安全で自由な共

存を可能にし、必要なヴォルキッシュ人種の新秩序への道を妨げない汎

ヨーロッパ平和条約を目指して、平和交渉を直ちに開始することである。 

  

国家社会主義とは平和である！ 

    

実際、ドイツの自由運動は、わが国で「平和政策」のスローガンに真剣に

取り組んでいる唯一の政治集団である。平和政策とは、戦後秩序を克服し

ようとするものである！  

    

平和条約の締結は、法と自由を基礎とするオクシデンタル諸国の真の和解

をもたらすことを目的とする。このような平和政策のみが、ドイツに対す

る第二次世界大戦に終止符を打ち、ヨーロッパで二度と恫喝的な戦争が起

こらないという確信を与えてくれるのである。 
    

国家社会主義とは平和である！ 

    

したがって、我々は、「民主主義」と「人道」のフレーズの先駆者たち、

偉大な「国際法の騎士」たちの言葉をそのまま受け入れる。我々は、かつ

ての敵国とその協力者たちにこう訴える。「ドイツの自由運動をドイツ国

民の代表として認め、法と自由の平和を実現しよう！ドイツがいまだに分

裂しているのも、ヨーロッパが暴力に基づく平和しか知らず、真の平和を

知らないのも、われわれ国家社会主義者のせいではないのだ！」と。  
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民族の自由戦士とヨーロッパの民衆は、長い間団結してきた。彼らは言

う。"白人同士の戦争は二度と起こしてはならない！私たちは平和を望ん
でいる！" 
    

民主主義者とボルシェビキが戦後の暴力方法を放棄し、国際法を尊重する

ことを拒否するならば、自由戦士たち--ヨーロッパの国家社会主義者、民

族社会主義者、ファシスト--が彼らを一掃し、国家間の平和を実現するこ

とになる！ 
    

国家社会主義とは平和である！ 

 
 

ワールドパワーと世界政治 
  

世界的なナショナリズムの高まりは、米国とソビエト連邦という超大国が

地球を二分していた二極世界秩序を崩壊させようとしています。新しいパ

ワーブロックが出現し、中国、アラビア、ブラジルといった大国が目覚め

つつある。中国、アラビア、ブラジルなどはその一例です： 
  

世界の分断の終焉は、旧来のパワーブロックの緩みをもたらし、新たに台

頭する世界大国との同盟は、ドイツとヨーロッパの分断を克服する「第三

の道」の中立政策の可能性を高めます。 
  

新しい列強は、もはや第二次世界大戦の戦勝国には属していない。彼らは

ドイツに対して、偏見を持たず、部分的には友好的な態度で接している。

彼らの重要性の高まりは、戦勝国であるアメリカとソ連の力を打ち砕き、

彼らが何十年にもわたって私たちの国民を縛り付けてきたものを緩める。

戦勝国のイギリスとフランスは、すでに歴史の闇に沈んでおり、ドイツの

再生を妨げることはないだろう。 
  

新勢力の多くは自らを非同盟と定義し、反民主主義、反共産主義、反シオ

ニストと自認する民族主義的世界戦線のパートナーになりうる存在であ

る。国家社会主義のドイツは、この世界戦線に有意義に適合することがで
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きるだろう。ここに、ドイツの世界政治の基礎がある。 
  

この文脈で同盟国の名前を挙げることは、もちろん、将来のドイツの外交

政策の方向性を予期することを意味するものではなく、また、これらの国

が現在の国家と政府の形態において、すでにそのような政策の準備ができ

ていると主張することを意味するものでもない。何か他のものが決定的な

のである：  
    

国家社会主義人民国家は、非同盟諸国の指導的勢力に成長し、戦後秩序を

一掃し、民族的・人種的基盤に基づく国家共同体の先駆けともいうべき民

族主義的世界戦線に参加しなければならない。 
    

だから、ドイツは再び世界政治の形成に貢献することになる。  
    

ドイツは世界の大国でありながら、その強大な力をあえて国益の増進のた

めに使うことをしない。私たちはそれを変えていくのです。私たちは、他

の大国が私たちの目標に合うように行動するのを待つことはできません。

私たち自身が行動するのです！ 
 
 

ハビタット 
  

長い目で見れば、世界のパワーポリティックスは、自由に使える十分な居

住空間を持つ国家によってのみ追求されうるのである。しかし、「居住空

間」とは、北アフリカやアビシニアでイタリアのために「砂漠を集めた」

ムッソリーニのように、単に広い面積を支配することを意味するのではな

い。むしろ、Lebensraumとは、以下のような意味です： 
  

 食料基地の確保：世界の大国は、必要に応じて自らを養うことができな

ければならない。封鎖によって重要な神経に打撃を受ける危険にさらされ

てはならない。第一次世界大戦中、ドイツ帝国は連合国によって封鎖さ

れ、ホームフロントの崩壊に大きく貢献したのである。 

  

 原材料の確保：食品に適用されることは、原材料の供給において、ほぼ

それ以上に考慮されなければならない。ここでも、最も重要な原材料の自
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給自足または確実な入手が、少なくとも予見可能な将来にわたって可

能でなければなりません。 
 

人口基盤の確保：世界大国は、現在でも十分な人口を有している必要

がある。 
 

第二次世界大戦の東部戦線とアフリカ戦線において、コーカサス軍と

アフリカコルプスがトルコの地で出会うという巨大な戦略的挟撃運動

は、戦争を決定的にするものであったろう。しかし、8000万人の国家

の戦力は、最大限の緊張感をもってしても、これには不十分であっ

た。だから、東部戦線はコーカサスに、アフリカコルプスはエジプト

戦線にとどまった。 
    

だから、ドイツが世界の列強の輪の中に入っていこうとするならば、

食料と原材料の分野で、少なくとも1億人のドイツ人の自給自足を可能

にする支配圏を、当時は必然的に獲得しなければならないのです。 
    

アドルフ・ヒトラーは、早くからこのことを認識しており、ここに大

ドイツ帝国の東方拡張が必然であった決定的な理由がある。国家社会

主義の世界観とボルシェビキのイデオロギーの間には、致命的な「ど

ちらか一方」だけでなく、ドイツとソビエトの世界権力の間の世界史

的な決定もあったのである。ソ連が世界大国に成長し、全世界の自由

を脅かしているのは、愚かな反ファシズムの妄想の中で、我々に背を

向けるどころか、ボルシェビズムと同盟さえしてしまった西側の犯罪

的盲目の結果である。 
    

私たち新世代の国家社会主義者は、世界の権力をめぐるこの闘争の結

果から、根本的な結果を導き出さなければならない：  

    

第二次世界大戦中の大英帝国と米国の行動は、西側諸国との反共統一

戦線への希望が、虚しい幻想であることを教えてくれる。ソ連を「ド

イツのインド」にしようとし、帝国の中立をあてにした国家社会主義

の東方拡大政策全体が、まさにこの幻想に基づくものであった。英米

の対独政策の誤判断は、二正面戦争と多面戦争を引き起こし、シオニ
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ストと反動メーソンの策謀とともに、我々の敗北の原因となった。  
    

今日のこの答えは、西洋のシステムに対抗する断固とした戦線と、ゲ

ルマン民族とスラブ民族の和解と緊密な協力しかないのである！ 
    

国家社会主義が東方拡大の思想を放棄する！ 

    

東方における我々の領土要求は、1939年9月1日の国境に限られてい

る。東方拡張の放棄は、もちろん、西方や他の場所で必要な生活空間

を征服することを望むという意味ではない。  
 

むしろ、暴力的な征服と白人の内戦の時代は、偉大な植民地帝国の時

代と同じように終わったのである。せいぜい、アフリカの黒人国家が

自らを統治し、独立する能力がないことを十分に証明していないので

はないかという疑問が残る程度である。しかし、アフリカでも、ドイ

ツはもはや西側か東側のどちらかの後ろ盾がなければ生活圏を征服す

ることはできない。そして、その場合でも、コストのかかる海軍を必

要とし、それはドイツの政策上の利益にはならない。 
   

世界の権力の座を放棄することは、世界におけるドイツの任務に対す

る裏切りであり、ヨーロッパにおけるアーリア人種の終わりの始まり

である。白人種の中核民族であるゲルマン民族だけが、白人種を救

い、人種闘争に勝利し、新しい世界秩序を形成する力を持っていたの

です。一方、われわれ国家社会主義者は、白色人種の間で再び恫喝的

な闘争を行うことには全く関心がなく、それはまた、われわれ民族の

最後の権力の地位を奪い、ドイツを完全に一掃してしまうだろう。し

かし、1939年9月1日の大ドイツ帝国という我々の法的国境は、当時少

なくとも1億人のドイツ人の自給自足を確保するための生活空間とし

て、単に十分ではない。 
    

それは、生活闘争の法則に従って、ドイツ人のための十分な生活空間

のために闘い続けるが、そうするためには、明らかに新しい道を歩ま

なければならないのである。 
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私たちが必要とする生活空間は、地中海地域全体、すなわちヨーロッ

パ全域、トルコ、イラン、アラビア全域を網羅するものであり、言い

換えれば、拡大したインペリウム・ロマネムである！ 
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